virus ALERT!
ゲーム概要
あなたはハッカーになり、他のハッカー志望者に対抗するゲームです。目的は１０枚のObjectCardを獲得することです。これらの目的達成はウィルスから解放されるに違いない。他人が勝つことを防ぐためにアクションカードを使い、ウィルスに感染させようとする。もちろん、自分がやろうとする事を他人もやってくる。でも心配しないように。別のアクションカードが、ObjectCardを守ったり、ウィルスの感染を防いでくれる。
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セットアップ
全てのカードをシャフルする。各プレイヤーに５枚配る。残ったカードを裏向きにしてテーブルの中央に置く。ダイスとウィルストークンを側に置いておく。山札カードを使い切った場合は、リシャッフルして再利用する。
ターンの手順
各プレイヤーの手番は以下の手順で行われる。
１．山からカードを引く
２．手札から１枚プレイするカードを選択する。もし、それがObjectカードの場合、自分の前（他の既にプレイしているObjectカードのそば）に置く。
３．もし、Virus GeneratorかAnti-Virusが場に出ている時（これらのカードは後で説明します）この効果を受けます。
４．５枚になるまでカードを捨てる。
カードタイプ
このゲームには２種類のカードがある。Objectカードとアクションカードです。どんなタイプのカードでも、自分のターンにプレイされます。
Objectカードはゲームを勝つために必要なコンピュータ資源です。このカードは、特に何の特殊効果も無く（カッコ良く見えるだけ）。より多く集めるだけで構いません。カードは６種類あり、Document,Graphics,Software,Gaes,WebPages,Emailです。
アクションカードでゲームは成り立っている。以下の１１種類があります。
Virus・・・このカードは、他人のObjectに感染するウィルスを発生させます。このカードは手札から出して、捨て札となります。ダイスを振り、対象のカードの上に出た目のトークンを置きます。
既にトークンが乗っているObjectも対象になります。
Anti-Virus・・・このカードは自分のObjectにウィルスを置かれるのを防ぎます。このカードをプレイした時は捨てないで、自分のObjectの前に置き、ウィルスから守られている事を示します。
これ以降、各ターンこのカード毎に自分のObjectから１つウィルスを取り除き、このカードの上に載せる事ができる。他のプレイヤーが、このプレイヤーにウィルスを感染させたい時は、Objectの代わりにこのカードの上に置く。このカードはAV Killerカードか、６つのトークンが載るまで残ります。
Cleanup・・・自分の任意のObject１つに載っているウィルスを全て除去する。
Virus Generator・・・このカードは毎ターン、トークンを生成する。このカードをプレイした時は、Anti-Virusのように、捨てずに自分の前に置き、カードの上には６つのトークンを置く。次のターン以降、１つのトークンを取り除き、それを任意のオブジェクトの上に置くことができる。各ターンに移動できるのは１つだけです。このカードはScanがプレイされるか、トークンが無くなるまで残る。
Repair・・・任意のObjectからウィルスをX個取り除く。Xはダイス目に等しい。複数のObjectから除去する事ができる。
AV Killer・・・任意のAnti-Virusカードを除去する。
Backup・・・捨て札から１枚カードを回収できる。回収したカードは手札に入れる。回収したカードを他人に見せる必要はない。このカードをプレイしたら、そのターンのアクションは終わりです。（ターンの終わりに５枚になるまでカードを捨てる必要がある事に注意）
Scan・・・任意のVirus Generatorを除去する。
Clone・・・プレイ中の任意のカードを複製する。カード上のトークンもそのまま引き継ぐ。
手札のカードを複製する事はできない。

Recycle・・・プレイ中の指定したタイプのObject X個を除去する。
Xはダイス目に等しい。これは全プレイヤーのタイプが影響を受ける。除去する順番は任意に選択する事ができる。
Piracy・・・誰かのプレイ中のObjectを１枚取り、自分の前に置く。場に出したばかりのVirus Generatorを盗まれる状況を想像してみて下さい。これは痛いっ！
ゲームの終了
ウィルスの載っていないObjectを10枚集めたら勝ちになります。
多人数プレイ
このゲームは６人までプレイする事ができる。ショートゲームでは勝利条件を６枚にする。

チーム戦も可能です。チーム戦では、Objectを共有します。この場合、勝利条件は12枚になります。

翻訳者注）勝利条件の１０枚は、やや冗長すぎ、逆にショートゲームの６枚は少なすぎる気がするので、８枚くらいが丁度良いと思われます。
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